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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 7,278 － 524 － 529 － 336 － 

28年３月期第２四半期 － － － － － － － － 
 
（注）包括利益 29年３月期第２四半期 348 百万円 （－％）   28年３月期第２四半期 － 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第２四半期 61.49 － 

28年３月期第２四半期 － － 

（注）平成29年３月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成28年３月期第２四半期の数値及び対
前年同四半期増減率については記載しておりません。 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期第２四半期 14,787 5,157 34.9 941.62 

28年３月期 － － － － 
 
（参考）自己資本 29年３月期第２四半期 5,157 百万円   28年３月期 － 百万円 

（注）平成29年３月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成28年３月期の数値については記載し
ておりません。 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 0.00 － 35.00 35.00 

29年３月期 － 0.00       

29年３月期（予想）     － 35.00 35.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 15,736 － 1,247 － 1,254 － 785 － 143.41 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

平成29年３月期第１四半期より連結財務諸表を作成しているため、対前期増減率は記載しておりません。 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 

新規  1社  （社名）株式会社京都きもの学院、除外  －社  （社名） 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）当四半期連結累計期間にお

ける重要な子会社の異動」をご覧ください。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見

積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期２Ｑ 5,477,300 株 28年３月期 5,477,300 株 

②  期末自己株式数 29年３月期２Ｑ － 株 28年３月期 － 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 5,477,300 株 28年３月期２Ｑ 3,754,000 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の

開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続きは終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用

にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予

想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

 当社は、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期及び前期末との比

較分析は行っておりません。

 

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年９月30日）におけるわが国経済は、政府の経済対策等

を背景に企業収益や雇用環境に緩やかな改善が見られたものの、新興国等の経済成長の減速影響の懸念や円高など

の先行き不透明感から個人消費については根強い節約志向が続く状況で推移致しました。

 

（和装事業） 

呉服業界におきましては、産地工房の職人など作り手の高齢化や消費者のライフサイクルの変化などの影響によ

り市場の縮小傾向が続いておりましたが、昨今、振袖を中心としたレンタル需要や着方教室をきっかけに呉服販売

等が盛んになりつつあること、以前は資産として高価な着物を所有し特別な機会にのみ着用することが多い傾向に

ありましたがファッションとして“着て”楽しむ消費者層が増加（「所有」から「使用」へと変化）するなどの兆

しが見られること、経済産業省が国内和装産業の振興を図るため「きものの日」の導入を検討しており、その一環

として同省において一般社団法人全国きもの振興会が定める「きものの日」に合わせて平成27年11月15日に和服で

執務を行う取り組みが行われるなど、引き続き大きな市場があると考えております。

このような環境下におきまして、当社は積極的な広告宣伝や当社店内外で開催致しました催事が功を奏し、特に

振袖の販売、成人式の前撮り写真撮影などの受注が大きく伸長致しました。

この結果、売上高4,898,431千円となり、セグメント利益433,218千円となりました。

 

（ウエディング事業）

ウエディング業界におきましては、少子化により結婚適齢期を迎える人口が減少していることや未婚化などの影

響により婚姻組数の減少傾向が続いている（厚生労働省「平成27年（2015）人口動態統計の年間推計」）一方、市

場規模は１兆４千億円台をほぼ横ばいで推移（矢野経済研究所「ブライダル市場に関する調査結果2016」）してお

ります。

このような環境下におきまして、当社は積極的な広告宣伝、広告やブライダルフェアのコンテンツの見直し、挙

式・披露宴を演出する新サービスの提供などが功を奏し、来館数、挙式・披露宴の成約件数ともに堅調に推移致し

ました。 

 この結果、売上高2,380,565千円となり、セグメント利益461,549千円となりました。

 

（全社）

 上記の結果、当連結会計年度の業績は、売上高7,278,997千円、営業利益524,538千円、経常利益529,138千円、

親会社株主に帰属する四半期純利益336,786千円となりました。

 

 

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は14,787,119千円となりました。 

流動資産の残高は7,588,224千円となりました。これは主に現金及び預金2,864,247千円、商品1,367,995千円、

有価証券1,200,000千円等であります。 

固定資産の残高は7,198,895千円となりました。これは主に有形固定資産5,256,914千円、無形固定資産365,551

千円、投資その他資産1,576,429千円であります。 

負債につきましては9,629,570千円となりました。 

流動負債の残高は7,347,506千円となりました。これは主に前受金3,610,986千円、短期借入金1,830,000千円等

であります。 

固定負債の残高は2,282,063千円となりました。これは主に長期借入金1,223,369千円、退職給付に係る負債

332,928千円等であります。 

純資産につきましては5,157,549千円となりました。これは主に資本金1,002,201千円、資本剰余金991,501千円、

利益剰余金3,143,827千円等であります。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、和装事業において開催した催事における呉服、ブランド物

振袖等の受注が当初想定よりも堅調に推移した結果、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四

半期純利益のいずれも平成28年５月10日及び平成28年８月15日公表の業績予想値を上回る見通しとなりました。

これにより、平成28年10月28日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」のとおり修正を行っております。ま

た、通期業績予想に関しましても、当第２四半期累計期間の業績及び最近の動向を踏まえ、平成28年10月28日公

表の「業績予想の修正に関するお知らせ」のとおり修正を行っております。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 第１四半期連結会計期間において、株式会社京都きもの学院を新たに取得したため、連結の範囲に含めておりま

す。

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この変更による当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響額は軽

微なものであります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

  （単位：千円） 

  当第２四半期連結会計期間 
（平成28年９月30日） 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 2,864,247 

売掛金 409,861 

有価証券 1,200,000 

商品 1,367,995 

レンタル商品 1,157,422 

仕掛品 260,507 

貯蔵品 111,937 

繰延税金資産 36,674 

その他 179,577 

流動資産合計 7,588,224 

固定資産  

有形固定資産  

建物及び構築物（純額） 4,234,547 

土地 538,412 

建設仮勘定 149,492 

その他（純額） 334,461 

有形固定資産合計 5,256,914 

無形固定資産  

ソフトウエア 62,676 

のれん 117,699 

その他 185,175 

無形固定資産合計 365,551 

投資その他の資産  

投資有価証券 245,428 

出資金 100,178 

敷金及び保証金 944,539 

長期前払費用 17,919 

繰延税金資産 113,118 

その他 155,245 

投資その他の資産合計 1,576,429 

固定資産合計 7,198,895 

資産合計 14,787,119 
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  （単位：千円） 

  当第２四半期連結会計期間 
（平成28年９月30日） 

負債の部  

流動負債  

買掛金 557,823 

短期借入金 1,830,000 

未払金 293,314 

1年内返済予定の長期借入金 408,987 

未払法人税等 204,394 

前受金 3,610,986 

賞与引当金 9,842 

その他 432,158 

流動負債合計 7,347,506 

固定負債  

長期借入金 1,223,369 

資産除去債務 246,617 

退職給付に係る負債 332,928 

役員退職慰労引当金 302,081 

その他 177,067 

固定負債合計 2,282,063 

負債合計 9,629,570 

純資産の部  

株主資本  

資本金 1,002,201 

資本剰余金 991,501 

利益剰余金 3,143,827 

株主資本合計 5,137,530 

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 20,019 

その他の包括利益累計額合計 20,019 

純資産合計 5,157,549 

負債純資産合計 14,787,119 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

売上高 7,278,997 

売上原価 2,760,854 

売上総利益 4,518,142 

販売費及び一般管理費 3,993,603 

営業利益 524,538 

営業外収益  

受取利息及び配当金 3,508 

受取手数料 4,957 

保険解約返戻金 5,544 

その他 5,784 

営業外収益合計 19,794 

営業外費用  

支払利息 13,844 

その他 1,349 

営業外費用合計 15,194 

経常利益 529,138 

特別利益  

固定資産売却益 0 

特別利益合計 0 

特別損失  

固定資産除却損 2,261 

特別損失合計 2,261 

税金等調整前四半期純利益 526,878 

法人税、住民税及び事業税 170,747 

法人税等調整額 19,343 

法人税等合計 190,091 

四半期純利益 336,786 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 336,786 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 336,786 

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 11,595 

その他の包括利益合計 11,595 

四半期包括利益 348,382 

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 348,382 

非支配株主に係る四半期包括利益 － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 
（注）２   和装事業 

ウエディング 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 4,898,431 2,380,565 7,278,997 － 7,278,997 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 4,898,431 2,380,565 7,278,997 － 7,278,997 

セグメント利益 433,218 461,549 894,767 △370,229 524,538 

 （注）１．セグメント利益の調整額△370,229千円は本社管理費であります。 

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。 

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の

変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価

償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 この変更によるセグメント利益への影響額は軽微なものであります。 
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